
 

船舶事故調査報告書 

令和３年１２月２２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和３年３月５日 ２０時４５分ごろ 

発生場所 山口県上関
かみのせき

町上関大橋北側付近 

室津
む ろ つ

灯台から真方位２３４°１０ｍ付近 

 （概位 北緯３３°４９.９′ 東経１３２°０７.１′） 

事故の概要 貨物船浜
はま

幸
こう

丸は、東進中、上関大橋北側付近の浅所に乗り揚げた。 

事故調査の経過 令和３年３月２２日、主管調査官（広島事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

貨物船 浜幸丸、１９９トン 

１３６１２９、個人所有及び浜幸海運株式会社（船舶管理人） 

 乗組員等に関する情報 船長、五級（航海） 

航海士、四級（航海）（旧就業範囲） 

 負傷者 なし 

 損傷 球状船首部に破口、擦過傷等 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北東、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮流 約０.４ノット（kn） 

事故の経過 

 

本船は、船長及び航海士ほか２人が乗り組み、航海士が、令和３年

３月５日１９時１０分ごろ山口県下松
くだまつ

市笠
かさ

戸
ど

島の火振
ひ ぶ り

岬沖で船長と交

替して単独の船橋当直に就き、上関海峡に向けて自動操舵により東進

した。 

航海士は、上関町長
なが

島の竜
りゅう

ヶ
が

鼻
ばな

沖でレーダーにより上関海峡付近

に他船がいないことを確認した後、手動操舵にして速力を約９.０kn

の対地速力とし、目視により、ショートカットして上関海峡を通過し

ようと上関大橋（本土側と長島間に架けられた橋）南端に設置された

赤色の橋梁灯（右側端灯）を船首目標に長島寄りを南東進した。 

本船は、航海士が、上関海峡西口付近で変針して東進する際、変針

するのが遅れて長島に接近し、慌てて左舵約１５°を取ったところ、

上関町室津港側（本土側）に寄り過ぎ、右舵約１５°を取って上関大

橋中央付近に設置された白色の橋梁灯（中央灯）に向けようとして長

島側に寄り過ぎ、再度左舵約１５°を取ったが長島の対岸付近に位置

する上関大橋北側に寄り過ぎ、右舵約２０°を取って浅所への乗揚を

回避しようとしたものの、船首部が同橋北側付近の浅所に乗り揚げ

た。 

本船の喫水は、船首約２.０５ｍ、船尾約３.７５ｍであった。 

本船のＧＰＳプロッターには、予定進路が表記されていた。 

船長は、航海士が上関海峡での操船経験が豊富であったので、同海



 

峡を航行する際、航海士に操船を任せていた。 

航海士は、本事故当時、上関海峡西口に向けて南東進する際、長島

に設置された上関導灯の指導線に従って航行しなければならないこと

を知っていたが、日頃から上関導灯の指導線によらずに上関大橋南端

に設置された右側端灯に向けて長島寄りを航行しており、今回も無難

に航行できると思って航行した。航海士は、レーダーやＧＰＳプロッ

ターを使用して自船の位置を把握しながら航行していなかったと、本事

故後に思った。 

分析 本船は、上関海峡西口付近で変針して東進する際、単独で船橋当直

に当たっていた航海士が、日頃から上関導灯の指導線によらずに上関

大橋南端に設置された右側端灯に向けて長島寄りを航行しており、今

回も無難に航行できると思い、目視によって南東進し、その後東方に

変針するのが遅れて同島に接近したことから、進路を修正しようと左

舵と右舵を繰り返したものの、上関大橋北側に接近し、同橋付近の浅

所に乗り揚げたものと考えられる。 

航海士は、専ら目視によって航行したことから、変針地点に気付かず

に航行を続け、長島に接近したものと考えられる。 

原因 本事故は、夜間、本船が、上関海峡西口付近で変針して東進する

際、単独で船橋当直に当たっていた航海士が、日頃から上関導灯の指

導線によらずに上関大橋南端に設置された右側端灯に向けて長島寄り

を航行しており、今回も無難に航行できると思い、目視によって南東

進し、その後東方に変針するのが遅れて同島に接近したため、上関大

橋北側に接近し、同橋付近の浅所に乗り揚げたものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・操船者は、夜間、狭水道に向けて変針する際には、レーダーやＧ

ＰＳプロッターを使用して変針点を確認し、安全に変針すること。 

・操船者は、導灯が設置された海域を航行する際、導灯の指導線に

従って航行すること。 

・船長は、狭水道を航行する際には、昇橋して操船指揮を行うこ

と。 

 


